く き 

何とかい う 事が、 ハツ キリ 句切りが ついて 頭に 畳み込 

ん であ リ ませぬ から、 あるいは 前後したり、 混雑した 

り、 いろいろ お聴きに くいと ころが ある だろうと 思い 

ます。 ことに あなた 方の 頭 も 大分 労れて おいでで しょ 

うから、 まずなる ベく 短 かく 申そうと 思う。 

私の 申す の は 少しも むずかしい ことではありません _ 

満洲と か 安 南と かいう 対外 問題と は 違って 極 やさしい 

「道楽と 職業」 という 至極 簡単な みだしです。 内容 も 

従って 簡単な ものであります。 まあ それ を ちょっと わ 

ず かば かり 御 話 をしょう と 思う。 

元来 こんな 所へ 来て 講演 をしょう などと は 全く 思い 



ら 秀才で も 職業に ぶ つ からなければ しょうがな いので 

しょう。 だから 大学に 職業 学と いう 講座が あって、 職 

業 は 学理 的に どういう ように 発展す る ものである。 ま 

たどうい う 時世に は どんな 職業が 自然の 進化の 原則と 

して 出て 来る ものである。 と 一 々明細に 説明して やつ 

て、 例えば 東京 巿の 地図が 牛 込 区と か 小石 川 区と か 何 

区と か ハツ キリ 分って るよう に、 職業の 分化 発展の 意 

りょうぜん えとく 

味 も 区域 も 盛衰 も 一 目の 下に 暸然 会得で きる ような 仕 

かけに して、 そうして 自分の 好きな 所へ 飛び込ました 

らま ことに 便利 じ やない かと 思う。 まあ， J れは 空想 で 

す。 実際 やって 見ない から 分らぬ が、 恐らくで きます 



い を 売る 家と いうよう な ものであった のが、 だんだん 

専門的に 傾いて いろいろに 分れる 末 は ほとんど 想像が 

つかない ところまで 細かに 延びて 行く のが 一 般の 有様 

と 行って 差 支ないでしょう。 

ところで この 事実 をず つと 想像に 訴えて 遠い 過去に 

さかのぼ 

溯 つたら どうなる でしよう。 あるいは 想像で も 溯れ 

うち- 

ないか も 知れない けれども、 この 事実の 中に 含まれて 

いる 論理の 力で 後ろの 方へ 逆行したら どんな もので 

しょう。 今 言う 通り 昔 は 商売と いう ものの 数が 少な 

かった。 職業の 数が 少なく つて、 世間の 人 も そのわず 

かな 商売 を もって 満足して おった という 訳なの だから、 



かさ きもの 

あるいは 傘 を 買いに 行っても 傘がない、 衣 物 を 買いに 

行っても 衣 物がない という 時代がない とも 限らない。 

はいふき 

私 はかって 熊 本に おり ましたが、 或る時 灰 吹 を 買いに 

行った ことがある。 ところが 灰 吹 はない と 云う。 熊 本 

中 どこ を 尋ねても 無い かと 云ったら 無いだ ろうと 云う _ 

じ や 熊 本 では 煙草 を 喫 まな い か 痰 を 吐 かない かとい う 

と 現に 煙草 を 喫んで いる。 それで は 灰 吹 はどうす るん 

やぶ き こしら 

だと 聞く と、 裏の 藪へ 行って 竹 を 伐って 来て 栴 える 

ん だと 教えて くれました。 裏の 藪から 伐って 来て、 青 

竹の 灰 吹で 間に合わし ておけば よいと 思 つてい ると こ 

ろで は 灰 吹 は 売れない 訳で ある。 したがって 売って い 



を 作って 時々 講演者な どを^して 知識 上の 啓発 を はか 

るの も 便法であります し、 またそう 知的の 方面ば かり 

では 窮屈す ぎる から、 いわゆる 社交 機関 を 利用して、 

互の 歓情 を罄 すの も 良法でありましょう。 時として は 

方便の 道具と して 酒 や 女 を 用いても 好い くらいの もの 

でしよう。 実業家な どが むずかしい 相談 をす るのに か 

えって 見当 違 の 待合な どで 落 合つ て 要領 を 得て いる 

の も、 全く 酒色と いう 人間の 窮屈 を融 かし 合う 機械の 

具 つた 場所で、 その 影響の 下に、 角の 取れた 同情の あ 

る 人間ら しい 心 持で 相互に 所 置が できる からだろうと 

まとま 

思います。 現に 事が 纏る という 実用 上の 言葉が 人間 



なかん 1Q- く 

である。 就中 最も 厭な もの は どんな 好な 道で も ある 

程度 以上に 強いられて その 性質が しだいに 嫌悪 に 変化 

する 時に ある。 ところが 職業と か 専門と かいう もの は 

前 申す 通り 自分の 需用 以上 その 方面に 働いて そうして 

その 自分に 不要な 部分 を 挙げて 他の 使用に 供す るの が 

目的で あるから、 自己 を 本位に して 云えば 当初から 不 

必要で も あり、 厭で も ある 事 を 強いて やる という 意味 

である。 よく 人が 商売と なると 何でも 厭になる もの だ 

と 云います がその 厭になる 理由 は 全く これが ためな の 

です。 いやしくも 道楽で ある 間 は 自分に 勝手な 仕事 を 

自分の 適宜な 分量で やる の だから 面白い に 違ない が、 



を 押し通す 人 はずい ぶん 惨澹た る 境遇に 沈淪 して いる 

たいが どう 

ものが 多い のです。 御 承知の 大雅 堂で も 今で こそ 大し 

た 画工で あるが その 当時 毫も 世間 向の 画 を かかな か つ 

しょうがい まくず はら ろうきょ ひそ 

たために 生涯 真 葛が 原の 陋 居に 潜んで まるで 乞食と 

同じ 一生 を 送りました。 仏蘭西の ミレ— も 生きて いる 

間 は 常に 物質的の 窮乏に 苦しめられて いました。 また 

これ は 個人の 例で はない が 日本の 昔に 盛んであった 禅 

僧の 修行な どと 云う もの も 極端な 自然 本位の 道楽 生活 

けんしよ 1 つ 

であります。 彼ら は 見 性の ため 究 真のた めすべ て を 

なげう くふう 

抛って 坐禅の 工夫 をし ます。 黙然と 坐して いる 事が 

何で 人の ためにな りましょう。 善い 意味に も 悪い 意味 



た 人 だけに 読まれ、 気に 合った 人 だけから 少なくとも 

物質的の 報酬、 (あるいは 感謝で も 宜しい) を 得つつ 今 

日まで 押して 来たので ある。 いくら 考えても 偶然の 結 

果 である。 この 偶然が 壊れた 日に は どっち 本位に する 

かとい うと、 私 は 私 を 本位に しなければ 作物が 自分 か 

ら 見て 物に ならない。 私ば かりじ やない 誰し も 芸術家 

である 以上 はそう 考える でしよう。 したがって こうい 

う 場合に は、 世間が 芸術家 を 自分に 引付ける よりも 自 

分が 芸術家に 食 付いて行 くより ほかに 仕様がな いので 

あります。 食 付いて行かなければ それまで という 話で 

ある。 芸術家と か 学者と かいう もの は、 この 点に おい 



というよ うな 一 種の 変体の ある 事 を 御 吹聴に 及んで 私 

などの 職業が ど の 点 ま で 職業 で どの 点 ま で が 道楽 で あ 

るか を 諸君に 大体 理会 せしめた つもりであります。 こ 

れで この 講演 を 終ります。 

_ —— 明治 四十 四 年 八月 明 石に おいて 述 —— 
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